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－61－   
証する試みである。そこでまずは、問題となる言説が発生する前史を辿ることから  
始めたい。   






























¶62¶   
更にはフレデリック・ダグラスに至るまで、様々な人物が口々に「色」や「見た目」  















の題材の隆盛ぶりに変化はなかった。3 本論が扱う『至上の義務』も、その潮流の  
中で生み出されたテクストの一つである。  



























捉えられていたのだろうか。   






る「遺伝子【gene】」という語が造られたのは1909年のことだ。4 こうした時系列  
上の前後関係を想起することなく、19世紀末を論ずる文脈において「遺伝」に言及  











--- 64 - 
AIcoholicHeredity”と題された論説文において、薬物等の依存症研究者として名を  
残す著者のタロザー ズ【ThomasD．Crotherslはある奇妙な症例を具体例と共に論  
じ、それが「過伝」に起因するものと結論付けるが、6 結論を導く際の彼の論法は  
以下のように極めて心許ないものである。  
［‥．】it型些beamostreasonableconclusionto担anorigininheredity，  
obediencetosomeunkn0wneXCitingcause．（529  Whichburstint activityin   
myemphasis）  
Undoubtedly，COnditions ofheredity，  
thiscondition．（534myemphasis）  




















数名の論者がそれを実践しているミコ   
その種の雑誌論文は早いところでは1883年にも確認できるが、7 中でも詳細か  
つ専門的な筆致で「人種」と「避伝言説」を論じたものとして、1891年肋ゆ血誼  
掲戟の論‘WhatisInheritance？”は注目に値する、コ英国王立協会員という肩讃きをも  















































































ofred，andtheinkyblacknessofhereyesandhair．Her払cewasalmostclassic   















【‥．］the remote taint ofher servi1e and savage origin gave her akind of  
fascina也onwhichrefusestoletitselfbeputinwords：itwashkethegraceofa   
limp，theoccult，inde丘nablelovablenessofadeformity【．‥】．（133－34）  


















Heknewthatin herhours ofdespondencythere was thatwarbetween her   
temperament and her characterwhichis the血・ui帆1lcause ofmiseryinthe   
















































2 年代順に数例を挙げれば、牧師であるウイルソンu．Wilson】による雑誌記事“Pre－adamites”   
（肋抑g瑠Jα邦dgrα刀d拍Jg月紺g紺．40【1881j：288）、肋γ助A弼gわcα乃尺β封オ紺（142【18861：439）掲   
戟のダグラスによるエッセイ‘¶1eFuttlreOftheColoredRace’’、ハーヴァード大の古生物学者   
シェイ ラー【NathanielShaler］による“ScienceandtheNegroProblem”（AtlanticMon挽か66   
【1890］：41）など。  
31890年にはトゥアジェー【AlbionWTourg6e】の撤ciolus翔me、91年には本論で扱うAn   
ImpentiveDゆ、92年にはフランシス・ハーバー【FrancisE．WHarper】のIolaL〝り、94年に   
はトウェイン【MarkTwain］のPuddbheadmbonが出版されている。ケイト■ショパン【Kate   
Chopin】のβ町∂〟凡抜（1894年）にも、「混血」の人物と悲劇的運命を辿る女性を扱う2本の短   
編が収録されている。  
4 無論これは「遺伝子」という語が造られたと同時に過伝子なるものが突如発生したことを意味   
するのではなく、メンデルの仮定していた因子にこの名が与えられたに過ぎない。  
5 この時期にはまだ“genedcs”という言襲はないため、“heredity”ないし“inheritance’’と呼ばれる  
ものをここでは指している 










10 この点は、ヒロインであるロウダと後見人であるメレディス夫人が交わす以下の会話に明らか  
である。   
“Andyoumeantosay”tOtellme＝－that…that…IamN→－black？”   
“Oh，nO，pOOrChild！YouareaswhiteasIam・”aSanyOnetSie］．Noonewouldeverthink－・－”   
“ButIhavethatbloodinme？Itisthesamethingl”（750riginalemphasis）  
11本論註7で触れたホランド論がA助乃如〃∂乃絶妙誌に指戟される2年前の1881年まで、ハウエ   
ルズは同誌を編集していた。18鮎年から肋坤βγなの縮堤薯となる彼が、当時の段有力誌の一つ   
であるA地乃掠肋循肋む誌に目を通していたとしても不思議ではない。  
12 自らの「血」についての知識を得たロウダは、打ちひしがれて一鵬人「黒人」の多く居住する区  
画を彷捜し、それまで彼らに対して抱いていた好意的な評価を激しい口吻で預していく。そこ   
での独自は次のようなものだ。“［‥．】mymotherwasdarker，andmygrandmotherdarker，and  
mygreat－granderlike amulatto，andthenitwasahorrible old negress，aSaVageStOlen血・Om  
－71－   
A打ica，Whereshehadbeenacannibal／（87）●Theyareanimals；theyareonly飢tobeslaves．”（95）  
















¶）dorov，Tzvetan．“‘Race：Writing．and Cult11re．”‘署ace，1’Vmting，andD£蹄rence．Ed．Henl・y Louis  
Gates，Jr．Chicago：UofChieagofミ1985．37O－80，  
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